
（別紙３）

～ 令和 8 年 3 月 24 日

（対象者数） 24名 （回答者数） 14名

～ 令和 8 年 3 月 24 日

（対象者数） 8名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用者さんの変化に気づいた時は、すぐに職員間で周知し

体温を計る等の対応の後、保護者に状況を伝えている。
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3

・今後、茶話会でどのような内容にしていくかをアンケート

調査し、更に充実した会にしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
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○事業所名 児童デイサービス　みどり台　　放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
令和 8 年 3 月 11 日

○保護者評価有効回答数

令和 8 年 3 月 11 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 8 年 3 月 31 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域支援が行えていない。

・職員間での連携、情報共有。

・利用者への支援、保護者との連携。

・学校や関係機関との情報共有。

　状況に応じて支援会議に参加している。

＜職員との連携＞

・ミーティングや会議、会議記録での情報共有を図っている。

＜利用者支援と保護者との連携＞

・支援計画や個別ファイル、記録などを使い、目標が達成できる

よう取り組んでいる。保護者へは、送迎時や電話等で連携を図っ

ている。

＜学校や関係機関との情報共有＞

・学校の送迎時や電話での情報共有の他、関係機関が集まり支援

会議を行っている。

・絵カード交換式コミュニケーションを取り入れている。

・外部講師による音楽療法やムーブメント活動。

・長期休みの充実。（合同行事など）

・お子さんが意思表示できるよう、1人1人に合わせた絵カードを

作成している。

・外部講師による活動や長期休みの行事は、緊張感や新しいこと

への期待感を持って参加できるよう工夫されている。

・茶話会やLight It Up Blueなどの行事が開催している。 ・保護者の方が情報交換や意見交換ができるように、昼食や軽食

を取り入れることで和める環境を作るとともに、時間の設定も工

夫している。

事業所における自己評価総括表公表


